
ホスホグリセリド結晶沈着症 (PCDD) における結晶沈着の機序に関する検討 

 

1. 研究対象 

当院で卵巣腫瘍として手術をうけ，PCDD と病理診断された患者様の検体 

 

2. 研究目的・方法 

当該病理検体について後方視的に組織学的・組織化学的評価を行い，結晶沈着の発生機序について 

検討する． 

 

3．研究期間 

倫理申請許可日 ～ 2020年 8月 

 

4. 研究に用いる情報の種類 

摘出検体のホルマリン固定・パラフィン包埋標本 

 

5. 外部への情報の提供 

本研究は当院単施設において行い，外部施設へ情報を提供することはない．研究成果を学会・論文 

などに発表する際は，患者様の個人情報が院外に漏れることのないよう十分に配慮する． 

 

6. 研究組織 

伊那中央病院 病理診断科 

 

7. お問い合わせ先 

本研究に関する質問や確認のご依頼は，下記へご連絡下さい． 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合，またご不明な点に 

ついては，下記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします． 

研究不参加を申し出られた場合でも，なんら不利益を受けることはありません． 

但し，同意取り消しの申し出をいただいたとき，すでに研究成果が論文などで公表されていた場合 

や，資料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには，結果を廃棄できないことも 

あり，引き続き使わせていただくことがあります． 

 

伊那中央病院 病理診断科 中村 智次 

電話：0265-72-3121 内線 2461 


